岡山藩「江戸ぎん御船歌」についての一考察 by 森, 明子
旧岡山藩の蔵省の中に、江戸ぎん細船歌」なる写本の一冊
が
収められていた。他藩
の幾つかの御船歌と
同様、藩
政時代の筆写と思われるものである。この写本は虫損の為、随分と穴もあいており、判読に困難な箇所も幾つ
かあ
っ
た
が、それだけにこの御船歌の醤
かれた時代の古さを自と物語っ
ているようである。この写本にはかなり
の
量の
長歌が収録されてい
る
の
で、他福の御船歌との比較も可能であるし、またそれ
に
よって我藩の御船歌の
特徽
も
より
ご啓明確なものになってくる う。それでは比較する前に、徳川幕府の時代に隆盛で った「御船歌」とは特
に
ど
の
ような歌をいうのか少し説明しておくことにする。「御船歌」は江戸時代、将軍や諸侯
の
乗船の際に、或いは新造官船の追水式の時などに歌うものとして特別に各
藩で創作された
もので、別名「御座船歌」とも呼ば
れるもの
である
0
従ってこの御船歌は、一般庶民の水夫や漁師
達の歌う作業歌とか民細とかの類ではなく、幕府・話藩の水軍に従庫した「釦紐芸」f郎武即].「加主」等と呼ばれる役人によって
の
み歌われ保存、伝授されて
い
ったものである。
「初めは武家の教養趣味に即して、謡曲や狂言
小
歌
風に作詞・作曲するもの、木造音頭を取り入れ
た
ものなどが多かったが、後にはその
時々の流行小歌や浄瑠璃
を摂取して｀其の曲数を増し
、大体、元禄時代前後に
は、そ 歌が成立したものと思われ
る
。」（続日本歌謡集成、
巻三、S36.9東京堂）
これらの御船歌は各藩の官紹
のもとで、浩主の権威の一端を示すものとして、また当時の歌謡の隆盛を反映し
て
、
極めて華やかに歌われたことが記録から伺うこ ができる0我殆の「朝鮮くと
き」の歌においては
、
扱山海の珍物数を尽して金銀の、いろへ彩色七五三
ぅ「お
ふねをかざり花やか
にあかねむらさき家々の、思
岡山藩
「江戸ぎん御船歌」
についての一考察
森
朋
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御船歌は数多く、
投かな内容を持っているにもかAわらず、
特別階級のものとして秘密伝授さ
れた
為、
今に残る
ものは少ない。御船歌は各羅独自のものが存在していたのであるか
ら、
当然郷土と親密な歌が含まれていてよい筈
であるが、
その土地との結び付きのある歌は極めて少なく、
反対に各器の共通歌がかなり存在しているの
で
ある。
例えば岡山藩の御船歌の最初の「かさり」は、
浅野藩御船歌集（統日本歌謡集成、
巻三）では「祝揃」、
尾張船歌
（続日本歌謡集成、
巻三）では「正月くどき」、
また幕府の御船唄留（近世文芸叢需、
偶謡第十一）では「祝俊」
としてそれぞれ同一歌が収録されている。
このことについて増田欣氏は「幕府
の
御船歌や、
各地に残る御船歌とも
かなり共通するところから考え
て、
もともと幕府の御船歌であり、
それを大坂御船手を介して移入したものと推定
に値いする。 あろう。
御船歌は名称の上で、
小歌、組歌、
切歌（端歌）、
長歌、
枕は大体同一の形式である。
御船歌は形式が種々であるばかりでなく、
内容の点においても多数のもの
を包含して
いる。
それは成立当時の流行歌ばかりでなく、
御船歌本来の祝い歌、
浄瑶璃、
民謡、
門付の歌、
室町時代の謡曲に
及ぶ広範囲なものである
このような複雑な構成をしている御船歌は歌謡的にも重要な意味を持つものとして注目
余りのものが知られている。
エイ
ーiぉひ
エイnノイヤ
ひ／＼の雖の紋．
錦をかざる粧をげにやた入吉野龍田の花紅薬
さっ
と乱したことくなり
新造
エイ
L`J
・
エイヤョュイヤコノ
欝船に組學そろへて歌でやろ
見や太鼓を打合）ならし
＇、
漕けやこけ
御
座船を美しく館り立て、
太鼓を打ちならしながら、
御船歌を賑やかに歌って潜ぎ行く様が目に浮ぶ。
江戸時代 通じて盛況であった御船歌の写本が現在かなり残されている。浅野建二氏の報告に
よれば、
約六十冊
（続日本歌謡媒成、
巻三）
これらの中に岡山灌のものが諏要な一冊とし七加わるで
ロ説（話）、
枕などと別かれているが、
長歌、
口説、
こけはそ程なく播ま
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初はる
烏そろへ
黄昏
酒くとき
花ひん揃
冷せひ朝鮮くとき
香具うり蔽
戸
高綿詣
大和路都の名所
ねさめ
秋のゆふへ
かた
あつもり
御乗初
しほくみ
黄帝
そめ色
秋の寝覚
桜そろへ
柑水参
船黄帝
都あたり
寝乱捉
魚
そ
ろへ
太平楽
七夕
昔かたり
かさり
目から目次で
黄帝
はつ春
れる。岡山藩のものもそのような形で移入されたものと思われるが、
我藩のものには郷土性の豊かな歌が幾つか含
まれており典味深い である。
題名は「江戸ぎん御船歌」とあ
り、
表紙の中央に槌掛されている。
大きさは縦26cm、
横15anで、
表紙は茶色の和
綴じである。
五十丁一冊で歌数は四十六番である。表紙衷には「十二日、
十三日、
十八日、
廿一日、
廿六日、
晦日」-T
の日付が施されているが、
これはこの御船歌の歌われた日の記録かと想像さ
れる
が正確な意味はわからない。
される。
従って郷土性が極めて稀薄である。」
（続日本歌謡媒成
巻三）と浅野藩の御船歌について説明しておら
- 5 9-
2留め方 1形式
仮名によって区別されているのみである。とあ
る。
書体は大胆な変体仮名が用いてある
が、
写本の痛みが激しく判読の困難な箇所も出たが、
それらは推測によった
り、
或いは他の御船歌集や関係歌謡と思われるものを参考にして補ったが、
依然不明な箇所が残されている。
この写本の歌の表記には、
他藉に施されているような節付けや歌役を示すものは全く見られず、
又序文も奥書きも存しない為、
この写本の世かれた年代や、
成立事情は想像による外はないが、
藩政時代になっ
たものであること
は殆んど確実なことA思われる。
・浅野藩の御船歌に見ら
れ
るような、
切歌、
小歌、
組歌
形
式の歌は全く存在せず、
四十六番全て長歌の形式をとっ
ている。
「うれし」または「めてたい」で終る歌が十七例あり、
これは祝い歌の内容を持つものの留め方に用いられてい
歌数四拾六番
年たま竹生嶋
たかま
子の日の遊び
和せん
高しま
嶋里
井筒
四
季
はつ音
いなり
明ほの松そろへ
ただ囃子詞が片
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い祝い歌
4 分 穎 3調子・文体
ボの囃子詞や、
ュィ
ら
狛よかろ
る。
他は様々であるが、
遊里趣味の恋愛歌には「こひには」
（寝乱髪）、
（続日本歌謡集成
（秋の寝覚）、
の一形式を作っているわけである。げでなく、
最も壁然とした御船歌の形式をとって
いるの
である。
「こひに」
（井筒）、
「ゐきてよしな
めでたのAゑいそりゃ若
渡シテ上
、ては
「うれし（・「此松はや」ほか
幾変化がある）
これが浅野藩の御船歌にお＞
渡シテ
ゑいゑいはもし」か或いは．．
「君を（
「そさま」「そもじ」など）
恋にはの
枝もゑいゑいさかゆのう
附ヶ
．
な、
のう
ゑい
ゑいおれ」の形が全体の約75％を占めていて御
船歌の留め方
附け
ゑいそりやしな
いきてゑいゑいよし
「みそもじ」
巻三）このよ
うに浅野藩の御船歌はたゞ単に歌数が多
い
だ
殆んどの歌が七五調の文語口調を中心に作られている為、
流勒な語り物の印象を与えら
れるものが多い．所々ロ
語体が使用され、
流行小歌が中に挿入される
ことにより、
その七五調の規則が破れる結果となり、
やAもすれば単
調な歌に
なりが
ちなのを免れている。
例えば「
初春」や「秋のゆふへ」の歌において、
最初か
ら
最後まで殆んど七
五詞で通されているその中に一箇所
「れんほれAつのれひれしょう／＼にしゃうはん
まれAつのれ
ゐ
」というレソ
，、
コン
•も
ちr
とユ
ナ
/‘腰に指（い）たひしゃく、
最少とも
すり揚（け）て
さゐたらしめた、
(ic`‘ひVI「照野小比丘尼かいつく
に羽をや休むらん」という小歌が入っ
て
いるが、
それ
によ
って歌詞の内容に一貰性がなく
、
単調な七五調の繰り返しであ
るこの面白さの欠けた歌に何かしら変化とアクセ
ソ
トを付けているように感じられる。
•
な
お＞ソボの歌は浅野藩、
御船唄留の双方に無いもので、
我藩の挿入と思われるが、
これはこの御船歌成立時、
こ
の
地方で流行
の
歌であった為、
御船歌にも取り入れられ
たとの見方もで
きる
。
の
」
（たかま）など詠嘆的な留
め方が多い。
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白「朝鮮くとき、
あけほの、
竹生絹」など道行的な内容を持つ歌
のように分類できる。
しかし向の歌を見ると、
それらは船の由来とか、
海に関係した歌であり、
りの歌は祝い歌に
ふさわしい朗らかな内容のものや、
緑起のよい素材を用いた歌であり、
白は の道行や船遊びを歌ったものであり、
ぃは勿論 こと、
向い白の歌も全て祝い歌として用いることの多い御船歌の内容にふさわしいものばかりで、
てたい」または「 れし」 終 歌を一括して「祝い歌」の範疇に入れた。
これらの祝い歌には類型的な表現が多く、
ニキ
．
「民のかまとも版はひて」「戸さAぬ御代そめてた なうれし」
（かさり、
黄帝）
「こまのたてとも浪風 おさまる国そ」
（子の日の遊ひ）
□
な
どの言葉が裕福で平和な御代を象徴するものとしてよく使用
される。
また
ニイ
「諸国くに／＼大名の
やかた並び棟つAき」
（大平楽）
（かさり、
御乗初、
年玉）
り「初春、
桜そろへ、
松そろへ」など物尽し、
名寄せの歌
向「黄帝、
黄帝
藤戸、
和船」などの叙事的な内容を持つ歌
い歌
なく、
色々な内容のものを含んでいる。
従ってこれらをさらに
約「かさり、
太平楽、
船黄帝、
御乗初、
酒くとき、
初春、
いなり、
「め
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かさり、
茨帝、
初春、
太乎楽、
桜そろへ、
船黄帝、
黄帝、
御乗初、
朝鮮くとき、
藤戸、
酒くとき、
初春、
い
なり、
松そろへ、
あけほの、
和船、
竹生嶋、
子
の日の遊ひ、
年玉
「うれし」または「めてたい」で終っている歌全てをこの中に分類したの
で、
その内容は純然たる祝い歌ばかりで
子の日の遊ひ、
年王」などの純然たる祝
③ 物 尽 し 、
名寄せの歌
煩 向
の
歌 で あ る 。
「 天 下 太 乎 君 の 御 威 勢 ひ と き ゆ た か に 民 栄 へ 」 （ 和 船 ）
な ど の 言 葉 が 、
器 主 の 繁 栄 振 り を 設 え る も
の と
し て し ば し ば 用
い ら れ
る。
他に、
ュ ィ
‘b 
「松の葉はとしを経るほと色増さる
葉 色 ハ お な し 深 み と り 」
「 松 吹 （ く ） 風 も さ ゞ ん さ 」
（ 脳 戸 ）
（松そろへ）
（ 桜 そ ろ へ ）
「 葡 ハ 千 年 、
亀＾万年
」
「 鶴 ハ 千 年 、
亀 ハ 万 年 、
幾 千 代 久 し 松 の 葉 色 も あ を ／＼ と 」
（ 太 乎 楽 ）
（ 年 玉 ）
の
ように松、
鯰、
亀 を 詠 み 込 ん だ も の が 多 い が
、
こ れ ら の 言 葉 は し ば し ば 御 船 歌 の 最 後 に 使 用 さ れ
るもので、
内
容 と は 雄 れ て 、
祝い歌の性格を持たせる為に添加されたものである。
そ し て こ れ ら の 表 現 の 仕 方 は 、
年 頭 に 各 家 を
巡 っ て 歌 舞 を 見 せ た 万 歳 楽 な ど の 歌 に 類 似 し て お り 、
これら
の 間 に も 何 ら か の 関 係 が 認 め ら れ る 。
寝
乱 捉 、
秋の寝覚、
寝覚、
秋 の ゆ ふ へ 、
黄 昏 、
初 音 、
井 筒 、
た か ま
恋 愛 歌 と い っ て も 、
流 行 小 歌 を い く つ か 繋 ぎ 合 わ せ て ― つ
の
歌 と し た 性 格 が 強 く 、
「 黄 昏 、
初 音 」 の 二 つ は 「 松 の 葉 」 巻 二 の 「 あ き 草 」
さ れ た 惑 が あ る 。遊 女 の 名 寄 せ
と
し て 作 ら れ て い た も の で 、
内 容 に は 乏 し い が 、
発 想 、
表 現 が 古 典 的 で あ
る
。他
の
も の も 大 体 同 一 の
＠恋愛歌
「 茂 れ 松 山 ／ ＼ さ A ん さ 浜 松 の 音 ハ め て た ひ な う れ し 」
ぃ｀＂
「此（の）君の御威勢ハ申（す）
＾・た
「 君 も 豊 か に 民 栄 へ 」
（ 初 春 ）
は か り ハ な か り け り 」
（ 藤 戸 ）
「若みどり」から摂取されたもので、
基は
ー賞した内容に乏しく情趣に流
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花瓶そろへ
前の二つは四季の草花や致色を歌ったもので
あり、後の一っは
海上の詠めを歌った
ものである。
伺叙景歌
四季
高絹
「かくて為にも箔（き）しかば」
「かAる小歌にほともなし」
七夕（川尽し）、魚そろへ、清水ま
ゐり（桜尽し）、染色、香具うり（香尽し）、鳥そろ
へ
物尽し
の歌には、次々と並ぺていく物の
名を掛飼として使用している場合が極めて多い。「七夕、魚そろへ
、
清水
まゐり、
烏
そろへ」などにはその技巧が著しく、歌の内容は低級なものであるが、
・歌
詞
の
面白さが目を引<0
・歌の
紫材としては縁の程遠い魚の名を述ねた「魚そるへ」などは一凪変った趣きの歌になっている。また「品そろへ」は沢山の小烏の囀り
が
今にも聞こえ・できそうな賑やかな雰囲気の歌で、流行歌とは異った味のものである。
0
道行の歌
「名所／ヽを一見せはやと思ひたち」
「一見申さんほのほのと」（高絡もふて）「明和心的打
（
ち）過き
て
」
（都の名所）
（都あたり）
「名高き名所そと打（ち）詠め」
（都の名所）
（都あたり）
（高箱もふて）
な
どの表現で道行の出発、道中、到怒を表わしている。これらの表現の仕方は謡
曲からの影響と思われる。
もふて、嶋里」のような海上の道行
が合まれているのは御船歌が水上のものであ
ることに結びついたものであろう。
．iこれらの歌
都あたり、都の名所、高組もふて
大和款（路）
総里
一方は四季を配し
「高船
←64-
てへ他方は四方
を配して
歌ったところに共通した
表現の仕方が伺われる。
このような景色の叙ぺ方は常套的な方法
で
、
例えば祠
春、
初音、
蛉見」などにも同様な表現の方法が用いられている。
＠叙廓的な歌
昔かたり、
敦盛、
かた、潮くみ、
冷泉(0に入れたもので黄帝
黄帝、
藤戸、
和船などがある。）
「昔かたり、
黄帝、
黄帝、
藤戸」は謡曲の表現または内容に基づいたものであり、
「和船」は日本神話
に
基づいたものであり、
これらはいづれも歴史上の人物または事実が素材となっている。
．「潮くみ、
かた」は歴史上の事実とは結び付かないが、
物語り風な内容のもの
なのでこAに分類した。
以上六種類に分
類したが、
が、
最も主要な点に注目して分類した。
各藩
の御船歌には、
幕府の御船歌を
取り入れて作成したものが多く、
全国共通の歌がかな
り
あることは前述した
ところである
岡山藩のもの
は、
どのような共通歌を持ち、
いかなる独自性を持つものであるかを、
浅野藩御船
歌と幕府の御船唄留
とを中心に比較しながら検討していくことにする。
岡山藩の御船歌と浅野藩のもので共通な長歌が「かさり（浅「祝揃」）、
初春、
太平楽、
都あたり、
秋の寝覚、
秋のゆふへ、
ヽ
かた
ーつの歌が幾つ
かの要素から成立しているので、
明確 区別をすることは困難である
いなり、
船黄帝（皇帝）」の九番であり、
幕府との共通歌は「かさり
（祝俊）、
初春（鎧くど
き）、
太平楽、
都あたり、
かた（加田の浦yいなり（い
のり）、
松そろへ（松くどき）」の七番で
あるが、
それら
の
中
で浅野藩
と御船唄留と同時に共通する歌が六番あるの
で、
実際にどちらか一方と共通す 歌が十番となり、
残
ところで浅野藩の
ものと御船唄留とを比較したところ共
通歌が十四番あ
り、
御船唄留と加賀藩の御船歌を比較し
りの三十六番は双方と内容を異にしている。
四
る゜
「冷泉」は浄探璃と関係してい
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たところ、
臼田甚五郎氏の調べでは
やはり十四番と
なっている。
らの数から見ると我藩の御船歌は他藩に比べて共通歌が幾分少ないことがわか
る。
このことは岡山藩のものが独自
な歌を多く含んでいるということにもなるが、
その独自性がどのようなものか今少し検討してみる。
「初音」は「松の葉」の長歌「若みどり」から摂取
されたものである
ことは前にも述べた
が、
浅野藩の「松枝」
もまた「若みどり」 取られたも である。
従ってこ0二つの歌を
比較してみたところ、
歌詞の上に一致は見ら
れ
ず
、
それぞれ別個に作られたことがわかる。浅野藩のものが「松の葉」に酷似しているが、
我蒋のものは表現が
相当異ってくる。
また岡山藩、
浅野落の両藩にある「染色」
「染色揃」を比較してみても、
浅野藩が「落葉渠」の
「三ヶの津浄紺璃之部
染色尽」と同じものであることは明白なことである
が、
我藩の
も
のは染色や語彙が僅かに
関係を認める程度で、
両藩のものは全く別個な創作である。
それからまた池田藩、
浅野藩、
御船唄留の三者に含ま
れる「敦盛」という歌は
浅野務と御船唄留のものが同一であるのに対して、
我蕃のものは全く内容を異にしてい
る。
この場合、
岡山藩のものが謡曲の一部と一致す
る点が多く、
他方は余り関係が認められな
い。
また御船歌
の
中
で
「黄帝」というのは最もポビ
ュラーなものである
が、
我器のものは他の二つと異なった内容となっている。
極めて少数の例からであるが、
他藩と
の共通歌が少ないことも考え合わせて、
岡山藩のものは創作上の点
におい
てかなり独自性があ
のではないか
と考えられる。
さらに同一歌における他藩との異同を調ぺた場合、
浅野藩
のも
のと御船唄留とがしばしば一致してい のに対
し、
我藩のもののみが異同を生じている場合が多く認められる。
例・
えばそれは「初春」や「かた」を比較してみ
れば直ちに気づく点である。
これは浅野藩のものが幕府のものを忠実
に取り入れたのに対し、
我藩は独自に改変したり、
創作を加えなどして「江戸ぎん御船歌」が成立した
の
ではない
かと思わ
れ
る。
ところでやはり岡山悟の御船歌として残されている岡山県郷土史家渡辺知水氏転写の十一番「かざり御乗物、
黄
（国語と国文学、
S33.4「近世船歌考」）これ
一· 6 6-
五つの改は全て海に関係した歌で御船歌として我器で創作されたものであろう。であろうと想像されるが、
歌中の天和二年（一六八二）という年号がその
歌の成立に近いものであれば、
御船歌の成立時代上初期のものとなろう。
以上郷土性の強い歌は江戸時代、
瀬戸内海沿岸の各地が内海航路
、
漁業
岡山渚の「江戸ぎん御船歌」を一説した場合、
何か変化に乏しい単調な感じを与えられる。それは全てが形式の
上からは長歌に限られており、
内容の上か
ら
は表現が古典的であり、
御船唄留や浅野藩のものに見られる「何々ぶ
し」と 「何々おどり」とか端歌の類が存在せず、
「朝鮮くとき」の歌も我藩の創作
かなり
また民謡的な歌も少なく同一傾向の歌が多い為であろう。岡山
蕃の
ものには僅かに，レゾ、ポの囃子詞や踊歌の文句や流行小歌が長歌
の中に散在しているのが、単調さの中に変化を
など
の
発展で、
活気を呈していた崖も合わせて思い計られる。
には牛窓近くで 故事が取られ、ある
。
「和船」
ある
。
商初春、
太乎楽、
都あたり、
御乗物、
松揃へ、
あけ
ぽの、
和船、
烏そろへ、
島里」
（岡山市立図魯館蔵）と「江
．戸ぎん御船歌」との関係は、
他器のものに比して
異同は少ないが、
全く一致しているというわけではなく、
時には
•それらの方により近い場合もある0
我器の創作と思われる郷土性の
既かな歌を大坂の御船手歌から転写したという
奥掛きの存する知水氏の御船歌は、
我蹄の創作を含めた初期の御
船歌
が大娯御船手に伝えられていたものであろう。
「江戸ぎん御船歌」の特長は郷土色の翌かさという点で他に負けぬものであると思う
J
「藤戸、・高絹もふて
、
あ
けほの、
和船、
嶋里」は岡山に関係した地名が豊富に織り込まれて
おり、
容易に我藩のものと識別できうるもので
「藤戸」は古く源平合戦にゆかりのある児島地方に元あった地名
で、
謡曲「藤戸」にもなっており、
この歌
はそれから 材していることは朋白である。
敢初の苫き出しが謡曲では「春の港の行く末や｀
春の港の行く末や、
藤戸の渡り るらん」であり、
御船歌では「春の湊の行末やぅ1謀戸の渡（し）は是かとよ」で殆んど同一表現
で
「あけほの」には極めて多
の瀬戸内海の島＇々ゃ沿岸の地名が道行となって詠み込まれているし、「船里、
高粕もふて」には主に児品湾内に面した地名
が
織り込まれている。
以上
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（本学十六回卒業、
岡山大学研究生）
歌の内容、
種類、＇
形式の上で乏しいところが不足な点であろう。
岡山藩の「江戸ぎん御船
歌
」
与え近世調を標よわせている。である。
江戸時代初期
の
町人の気分を反映した享楽的な明かるさには乏しく全体と●て類型的
は、
以上調べた所では郷土性の豊かな創作歌がかなり含まれている点が長所であり、
-68-
